
令和８年度埼玉県農山村バイオマス利活用推進研修会次第

令和８年８月25日（火）さいたま商工会議所会館２階 第１・２ホール
13:30 開会

13:35 講演Ⅰ「肥料をとりまく情勢と国内未利用資源の活用について」
講師︓一般財団法人肥料経済研究所 理事長 春日 健二氏

14:25 講演Ⅱ  食品残さなどの利活用による循環型農業の実践について
①「有機ごみから日本一いちごを目指す「ただかね農園」」

講師︓令和７年度埼玉・農のエコロジーアワード大賞受賞者
㈱TAKANO 代表取締役 髙野 宏昭氏

休憩

15:05 講演Ⅱ  食品残さなどの利活用による循環型農業の実践について
②「人にも地球にもやさしい笑顔が育つ農業を」

講師︓いなぽこファーム 園主 稲田 敏氏

15:40 取組紹介「下水汚泥燃焼灰肥料「荒川クマムシくん１号」の取組状況について」
説明︓県下水道局 下水道事業課 管理運営担当主査 野村 篤朗氏

16:05 閉会・リサイクル肥料等展示・アンケート記入等
※リサイクル肥料等の展示は16:30まで
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肥料をとりまく情勢と
国内未利用資源の活用について

令和８年８月

一般財団法人肥料経済研究所 理事長 春日健二
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資料１
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「肥料時報」の編集発行事業

講演会及び肥料経済研究会の開催事業

ホームページコンテンツ・メルマガによる情報提供

肥料原料備蓄対策事業（安定供給確保支援業務）

肥料品質管理に関する事業

事業のご案内 

国内未利用肥料資源に関する調査(安定供給確保支援業務)
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一般財団法人 肥料経済研究所の業務概要

国内外の農業・農政の動向、肥料の需給や価格動向、肥料の国際
情勢等に関する最新情報を提供するために、年３回編集発行して
います。

農政や地域農業、農業関連産業や国際穀物需給の動向のほか、
施肥改善問題や環境問題等肥料の需給動向に影響を及ぼす事項を
テーマとした講演会及び研究会を各々年１回ずつ開催しています。

経済安全保障推進法に基づき、安定供給確保支援法人として、肥料
原料の備蓄に関する取り組みに対して助成を行っています。

肥料時報や講演会及び研究会等の活動内容および肥料原料備蓄対策事業の案内
等をメルマガ会員、Web会員及び肥料関連事業者の皆さんに発信しています。

国内肥料製造・流通関係者を対象とした、肥料関係法令等の情報
提供や相談窓口対応、及び研修会を年３回程度開催しています。

経済安全保障推進法に基づき、肥料の安定供給の確保を図るため、
国内未利用資源の肥料利用に関する調査を行っています。

1

全国炭酸カルシウム肥料協会業務受託事業
全国炭酸カルシウム肥料協会の事務局として、会員の事業経営に資
する情報の提供や関係官庁ならびに関係団体との連絡、協力、情報
交換等を実施しています。

2

本研究所は、肥料の流通および消費の合理化ならびに肥料品質管理能力の向上に関する調査、研究および普及並びに肥料の安定
供給確保に向けた事業活動を行う事業者への助成金の交付業務等を行うことにより、農業生産の向上と、肥料の需給の安定に寄
与することを目的として設立された一般財団法人です。

肥研くん
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■ 肥料とは….
肥料とは、作物の生育・収量の確保のために、

天然供給などでは不足する養分（元素）を補給するもの

有用要素 多量要素(９元素)微量要素(８元素)

5資料 :  JA全農「施肥診断技術者養成講習会」資料より



肥料の品質の確保等に関する法律（以下「肥料法」と記載）の「肥料の定義」

肥料の定義（肥料法第2条第1項）

① 植物の栄養に供することを目的として土地に施されるもの

② 植物の栽培に資するため土壌に化学的変化をもたらすことを目的として土地に施され

るもの

③ 植物の栄養に供することを目的として植物に施されるもの

（参考１）「化学的変化」とは、「化学反応を伴う変化」で、具体的には土壌の酸性・アルカリ性を変化させる物（石灰質肥料、硫

黄及びその化合物）を指しています。土壌の化学的性質（例えば、保肥力の源となるCEC等）の変化は含まれません。

（参考２）「植物に施される物」とは、土ではなく、葉面や根から直接植物に施される物のことです。具体的には葉面散布用の

肥料や養液栽培用の肥料のことです。

具体的には、 栄養となる成分を含んでいる物質、
土壌に化学的変化をもたらす成分を含んでいる物質、
です。

→ これらの肥料としての「成分」のことを肥料法では「主成分」といいます。
この主成分を一定量以上含んでいる物質が肥料です。この定義に適合しないもの

は肥料としての取引はできません。

6
資料 :  JA全農「施肥診断技術者養成講習会」資料より
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資料 FAOSTATより作成

肥料の輸出量は、窒素質肥料はロシア、中国及び中東諸国、りん酸質肥料はモロッコ、中国及びロ
シア、加里質肥料はカナダ、ロシア、ベラルーシ、ヨルダン、イスラエル等の国が上位を占めている。

単位:t窒素質肥料の上位輸出国(2023)
比率数量国名

18.7 8,234,300 ロシア
15.2 6,681,535 中国

5.1 2,226,358 カタール
5.0 2,205,120 サウジアラビア
4.6 2,037,576 アメリカ合衆国
4.4 1,932,567 アルジェリア
3.8 1,660,477 エジプト
3.5 1,552,324 オランダ王国
3.2 1,396,848 ナイジェリア
3.2 1,396,311 モロッコ
2.3 1,022,814 オマーン

43,965,627 世界合計

単位:tりん酸質肥料の上位輸出国(2023)
比率数量国名
22.8 4,670,279 モロッコ
20.7 4,228,345 中国
18.2 3,733,773 ロシア

9.1 1,857,239 サウジアラビア
8.1 1,654,370 アメリカ合衆国
2.3 466,428 イスラエル
1.7 354,567 ヨルダン

20,472,473 世界合計

単位:t加里質肥料の上位輸出国(2023)
比率数量国名

35.2 13,705,612 カナダ
19.4 7,561,334 ロシア

7.5 2,930,830 ベラルーシ
6.9 2,675,788 ヨルダン
6.1 2,370,194 イスラエル
5.2 2,014,132 ドイツ
5.0 1,940,412 アメリカ合衆国
3.4 1,326,736 ラオス

38,917,188 世界合計

■ 肥料の国別輸出量

※ 黄色のマーカーを付けた中国、アメリカ、ロシアは、肥料の輸出国でもあり、消費国(農業国)でもある。
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加里質肥料の輸入上位国(2023)りん酸質肥料の輸入上位国(2023)窒素質肥料の輸入上位国(2023)
比率数量 K2Ot国名比率数量 P2O5t国名比率数量 Nt国名

21.5 8,347,948ブラジル21.8 4,574,835ブラジル13.4 6,207,338ブラジル

19.2 7,441,950中国16.7 3,504,728インド12.6 5,865,864インド

18.6 7,237,687アメリカ6.6 1,394,443アメリカ8.3 3,839,240アメリカ

5.6 2,190,498インド4.6 955,957カナダ4.0 1,857,157トルコ

4.9 1,887,746マレーシア3.2 672,635バングラデシュ4.0 1,854,689オーストラリア

3.9 1,501,495インドネシア2.9 608,106アルゼンチン3.8 1,769,326フランス

1.6 626,307バングラデシュ2.4 506,589オーストラリア3.2 1,506,128タイ

1.4 539,511タイ2.3 488,623インドネシア2.3 1,075,388ドイツ

1.3 519,482ベルギー2.1 436,139トルコ2.3 1,063,274カナダ

1.2 463,310ポーランド1.7 350,436フランス1.8 814,916イギリス

38,846,806世界合計20,998,396世界合計46,396,674世界合計

資料 FAOSTATより作成

肥料の国別輸入量をみると、窒素質肥料は上位3か国で世界の３割強を、りん酸質肥料は上位3
か国で世界の4割強を、加里は上位3か国で世界の6割を占める。肥料の貿易に支障が出ると、世界
の穀物生産に大きな影響が出る。

■ 肥料の国別輸入量

※ 黄色の国は、3成分とも上位輸入国。空色の国は２成分の上位輸入国。
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窒素質肥料の消費量上位国(2023)      
比率数量 N t国名

22.1 24,669,979 中国
18.3 20,456,400 インド
10.2 11,426,153 アメリカ合衆国

5.7 6,404,482 ブラジル
3.4 3,808,775 パキスタン
2.8 3,116,000 カナダ
2.7 2,984,941 インドネシア
2.4 2,684,041 タイ
2.0 2,210,573 ロシア
1.9 2,150,334 オーストラリア

111,716,615 世界合計

りん酸質肥料の消費量上位国(2023)
比率数量 P2O5 t国名

23.1 9,466,785 中国
20.3 8,306,600 インド
10.8 4,437,224 ブラジル

9.0 3,672,282 アメリカ合衆国
2.7 1,125,000 カナダ
2.5 1,034,983 バングラデシュ
2.4 994,885 パキスタン
1.9 781,546 タイ
1.9 772,092 オーストラリア

40,949,278 世界合計

加里質肥料の消費量上位国(2023)
比率数量 K2O t国名

23.6 8,912,266 中国
22.0 8,303,921 ブラジル
11.3 4,270,921 アメリカ合衆国

5.2 1,964,679 インドネシア
5.0 1,878,600 インド
4.6 1,749,816 マレーシア
2.9 1,084,379 タイ
2.2 827,000 カナダ

37,735,726 世界合計

資料 FAOSTATより作成

肥料の国別消費量をみると、中国、インド、アメリカ、ブラジルの4カ国で、世界の消費量の6割弱を
消費している。このうち、中国は肥料の輸出大国でもあるので、中国の輸出が減少すると、世界の肥
料の需給に大きな影響を与えることとなる。

■ 肥料の国別消費量

※ 黄色の4カ国(中国、インド、アメリカ、ブラジル)は、肥料の大消費国である。
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資料 FAOSTATより作成

穀物の輸出量の多い国の多くは、肥料の輸入国でもある(穀物の輸出上位10カ国中、8カ
国が肥料の輸入上位国)。このため、肥料の貿易が停滞すると、穀物の貿易にも大きな影響
が出ると思われる。

■ 穀物(とうもろこし、大豆、コメ、麦類)の輸出上位国と肥料輸入国の関係

(穀物輸出量は２０２４年、肥料の輸入順位は２０２３年)

加里肥料輸入順位りん酸肥料輸入順位窒素肥料輸入順位主要品目穀物輸出量 t国 名
１位１位１位大豆、とうもろこし142,428,358 ブラジル
３位３位３位とうもろこし、大豆、小麦140,315,847 アメリカ

とうもろこし、小麦60,978,166 ウクライナ
６位６位とうもろこし、小麦45,757,613 アルゼンチン

 ４位 ９位 小麦、なたね44,282,952 カナダ
小麦、大麦39,230,114 ロシア

７位５位小麦、大麦32,651,978 オーストラリア
 ４位 ２位 ２位 コメ18,462,185 インド

８位７位コメ9,916,126 タイ
９位４位小麦3,071,301 トルコ

※ 黄色のマーカーの国は肥料の輸入上位国。
ウクライナからロシア南部にはチェルノーゼムという肥沃な黒土が分布。
アメリカにはプレーリー、アルゼンチンにはパンパと呼ばれる肥沃な黒土が分布。



資料: 農林水産省「食料安全保障月報」第23号特別分析トピックより 11



資料: 農林水産省「食料安全保障月報」第23号特別分析トピックより 12



資料: 農林水産省「食料安全保障月報」第23号特別分析トピックより
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■ アンモニアの生産国とその状況

アンモニアについては、世界生産量の3割を中国が占める。日本は、尿素をマレーシア、
中国などから輸入。なお、アンモニアの原料は空気中の窒素と天然ガス等から生産されるた
め、可採埋蔵量に関する記載はない。

14

単位:千トンアンモニア

②/①可採埋蔵量
②

生産量国名 比率比率2025①2024
8.8 14,000 13,600 アメリカ
2.4 3,800 3,800 カナダ

30.6 49,000 49,000 中国
2.5 4,000 3,900 エジプト
9.4 15,000 15,000 インド
3.8 6,000 5,700 インドネシア
3.0 4,800 4,800 イラン
0.9 1,500 1,500 マレーシア
2.4 3,800 3,800 パキスタン
1.9 3,000 3,040 カタール
9.4 15,000 15,000 ロシア
3.3 5,200 5,200 サウジアラビア
2.1 3,300 3,350 トリニダード・トバゴ

19.8 31,600 28,310 その他
160,000 156,000 合 計

資料:USGS「MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2026」

(参考)

※ 黄色のマーカーは、日本の主な輸入国



■ りん鉱石の資源国とその状況

りん鉱石については、世界生産量の5割近くを中国が占めるが、資源量ではモロッコが
世界の資源量の7割近くを占めている。日本は、多くをりん鉱石を加工したリン安(りん酸
アンモニウム)として輸入している。

15

単位:千トンりん鉱石

②/①可採埋蔵量
②

生産量国名 比率比率2025①2024
50 1.4 1,000,000 8.0 20,000 19,400 アメリカ

1,100 3.0 2,200,000 0.8 2,000 2,000 アルジェリア
320 1.1 800,000 1.0 2,500 2,500 オーストラリア
320 2.2 1,600,000 2.0 5,000 5,300 ブラジル

31 4.7 3,400,000 44.0 110,000 105,000 中国
509 3.8 2,800,000 2.2 5,500 5,300 エジプト

1,020 1.4 1,000,000 0.4 980 974 フィンランド
68 1.1 820,000 4.8 12,000 11,500 ヨルダン

1,389 68.5 50,000,000 14.4 36,000 35,300 モロッコ
171 3.3 2,400,000 5.6 14,000 14,400 ロシア
100 1.4 1,000,000 4.0 10,000 10,000 サウジアラビア
682 2.1 1,500,000 0.9 2,200 2,220 南アフリカ
758 3.4 2,500,000 1.3 3,300 3,280 チュニジア

100.0430,0001.23,0003,000ベトナム
2.7 1,950,000 10.6 23,520 18,826 その他

29273,000,000 250,000 239,000 合 計
資料:USGS「MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2026」

※ 黄色のマーカーは、日本の主な輸入国



■ 塩化加里の資源国とその状況

塩化加里は、カナダ等の少数の国に資源が偏っている(上位4カ国で8割の埋蔵量)。
なお、イスラエルとヨルダンにまたがる死海には、約20億トンの塩化加里が存在している。

16

単位:千トン塩化加里

②/①可採埋蔵量
②

生産量
国名

比率比率2025①2024
440 3.7 220,000 0.2 500 410 アメリカ
125 12.7 750,000 2.4 6,000 5,000 ベラルーシ

73 18.6 1,100,000 6.0 15,000 14,400 カナダ
32 3.4 200,000 2.5 6,300 6,300 中国
50 2.5 150,000 1.2 3,000 2,500 ドイツ

Large0.8 2,000 2,260 イスラエル
Large0.7 1,800 1,730 ヨルダン

417 16.9 1,000,000 1.0 2,400 2,400 ラオス
200 33.9 2,000,000 4.0 10,000 10,000 ロシア

8.1 480,000 0.8 2,000 1,700 その他
98>5,900,00049,000 46,700 合 計

資料:USGS「MINERAL COMMODITY SUMMARIES 2026」
※ 黄色のマーカーは、日本の主な輸入国



(参考) ホルムズ海峡の封鎖による肥料の影響

17

〇ペルシャ湾内からの肥料等の貿易量
アンモニア・・・世界の貿易の２割弱 (日本の輸入はゼロ)。
尿素・・・・・・世界の貿易の３割強 (日本の輸入はわずか)。
硫黄・・・・・・世界の貿易の約５割 (日本は硫黄の輸出国)。
りん安・・・・・世界の貿易の２割弱 (日本の輸入はわずか)。
塩化加里・・・・ペルシャ湾内からの貿易はほとんどない(紅海から輸出)。

〇ホルムズ海峡の封鎖の影響
①深刻な影響が出ているもの・・・・・・硫黄、尿素、(原油、ナフサ、天然ガス)
②大きな影響が出ているもの・・・・・・アンモニア、(石炭)
③影響が出ているもの・・・・・・・・・りん酸肥料
④ほとんど影響のないもの・・・・・・・塩化加里
※日本は、ペルシャ湾内からの肥料の輸入はほとんどないものの、価格の高騰が想定。

資料 : 専門紙の分析情報より



■ 日本国内における肥料の輸入価格の動向

資料:農林水産省「肥料をめぐる情勢」より 18

原油価格 147ドル/バレル
天ガス 12ドル/100万BTU
為替然レート 105〜110円/$

原油価格 127ドル/バレル
天然ガス 70ドル/100万BTU
為替レート 130〜140円/$



19
資料:世界銀行HPより

■ 2021年以降の肥料原料の国際価格の動向
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主要肥料原料価格推移

りん酸アンモニウム(DAP)(米国ガルフFOB) 尿素(FOB 黒海 2022. 3月～中東)

塩化カリウム(ブラジルCFR)
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経済安全保障推進法について(2022年5月制定)

資料 : 内閣府HPより

21



資料 : 内閣府HPより
22



資料 : 内閣府HPより
23



資料 農水省HPより

(参考) 最近の化学肥料原料の輸入相手国、輸入量

24



資料: 農林水産省「食料安全保障月報」第23号特別分析トピックより 25



令和6年11月29日時点の供給確保計画の認定実績

資料:農水省ホームページより

りん安は国の備蓄目標(3か月分)に届いていないため、今後、供給確保事業者の公募が行われる可能性がある。
なお、塩化カリウムは国の備蓄数量目標(3か月分)に達している。

26
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これまでに実施した国内資源の代替や利用拡大に関する調査

1 メタン発酵消化液の肥料利用に関する調査

2 下水汚泥焼却灰の肥料利用に関する調査

28



① メタン発酵消化液の肥料利用に関する調査

調査名 : 令和5年度メタン発酵消化液の肥料利用に関する調査

調査時期 : 令和５年11月〜令和６年6月

委託先 : 農中グループFR肥料コンソーシアム
(農林中央金庫、株式会社農林中金総合研究所)

調査内容 : １．メタン発酵施設の現状調査
２．メタン発酵処理施設の海外事例調査
３．メタン発酵消化液の肥料利用に関する新たな技術の動向調査
４．消化液の肥料利用にあたっての課題と解決方策の考察
５．消化液を肥料利用した場合の経済効果の試算

29



(参考) 家畜ふん尿中の肥料成分量

〇 メタン発酵消化液中の肥料成分量の推計
(農林中金総合研究所試算)

家畜ふん尿由来

食品残渣由来

30資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より



・ メタン発酵消化液中の肥料成分量は、窒素、りん酸、加里で、それぞ
れ1〜2万トン程度の水準であり、家畜ふん尿に含まれている肥料成分
に比べれば必ずしも多くはない。

・ 消化液をそのまま農業利用するためには、使用できる場面が限られる
など、課題も多い。

・ 国内の事例をみると、消化液を農地に還元しているところがあるが、散
布するための工夫が必要であり、すべての地域ですぐに活用できる訳で
はない。

・ 一方、海外の事例を見ると、消化液をそのまま農地に還元するのでは
なく、濃縮したり肥料成分のみを回収したりした技術開発が進められて
いる。

ま と め

31
資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より



③ 下水汚泥焼却灰の肥料利用に関する調査

調査名 : 令和5年度下水汚泥焼却灰の肥料利用に関する調査

調査時期 : 令和５年11月〜令和６年6月

委託先 : 下水汚泥焼却灰肥料利用調査コンソーシアム
((国研)農業・食品産業技術総合研究機構、片倉コープアグリ（株）)

調査内容 : １．下水汚泥焼却灰の化学分析
２．下水汚泥焼却灰を使用した栽培試験

32



汚泥焼却灰 排除方式 凝集剤の種類 備考 
A 分流式 高分子凝集剤 湿灰で提供 
An ――― ――― A を中和処理した灰* 
B 一部合流式 高分子凝集剤 乾灰で提供、B と G は同

じ処理場 
Bn ――― ――― B を中和処理した灰* 
C 分流式 ポリ硫酸第二鉄、高分子凝集剤 乾灰で提供 
D 一部合流式 ポリ硫酸第二鉄、高分子凝集剤 乾灰で提供 
E 分流式 ポリ硫酸第二鉄、高分子凝集剤 乾灰で提供 
F 一部合流式 ポリ塩化アルミニウム、高分子凝集剤 乾灰で提供 
G 一部合流式 硫酸第一鉄、高分子凝集剤 湿灰で提供、B と G は同

じ処理場 
*中和処理方法については３（3）供試試料の中和処理を参照。 

33
資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より



汚泥焼却
灰 

りん酸全
量 

可溶性り
ん酸 

く溶性り
ん酸 

水溶性り
ん酸 

加里全
量 

く溶性加
里 

水溶性
加里 

石灰全
量* 

可溶性
石灰 

T-P2O5 S-P2O5 C-P2O5 W-P2O5 T-K2O C-K2O W-K2O T-CaO S-CaO 
% % % % % % % % % 

LOQ          
A 31.4 12.5 10.5 0.10 2.54 1.47 0.15 6.8 6.4 
An 25.4 17.0 15.8 6.74 2.13 1.53 1.15 5.6 5.1 
B 30.3 12.7 13.6 ＜LOQ 2.77 1.91 ＜LOQ 9.5 4.0 
Bn 24.0 16.9 16.2 7.51 2.26 1.82 1.42 7.6 6.4 
C 29.5 11.6 10.4 0.17 2.17 1.49 0.14 8.1 6.3 
D 28.7 12.2 15.1 0.15 2.07 1.11 0.13 10.2 9.7 
E 28.4 12.6 15.9 ＜LOQ 1.92 1.09 ＜LOQ 10.7 9.9 
F 25.1 16.0 18.5 0.19 2.03 1.00 0.19 7.3 7.2 
G 34.3 14.2 12.6 ＜LOQ 2.94 1.91 0.14 10.4 7.7 

 

34

資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より



鉄アルミニウム鉛クロムニッケルカドミウムヒ素水銀汚泥焼却
灰 FeAlPbCrNiCdAsHg

g/kgDWg/kgDWmg/
kgDW

mg/
kgDW

mg/
kgDW

mg/
kgDW

mg/
kgDW

mg/
kgDW

793387731834.5270.11A
632667721513.8240.11An

57298174583.817<LOQB
48256763463.115<LOQBn

71285075773.0220.89C
64472698733911.5260.12D
4743701481823.321<LOQE
53891101094153.732<LOQF
65297475634.021<LOQG

肥料として利用する場合の許容される有害成分の最大量は、
As : 50ppm  Cd : 5ppm  Hg : 2ppm  Ni : 300ppm  Cr : 500ppm  Pb : 100ppm

有害重金属の含有量（乾物当たり）

35
資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より



黒ボク土及び灰色低地土を用いた肥効試験
下水汚泥焼却灰は、ようりんよりも肥効は落ちるものの、無りん酸よりも生育

が大きい。硫酸で処理した灰は、重焼りんよりも肥効は落ちるものの、一定の効
果が見られた。

36
資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より



・ 6か所の汚泥焼却灰を分析したところ、2か所の灰は、肥料の有害成分
を超過するものが存在した。

・ りん酸全量の半分近くがく溶性りん酸でも溶出しない成分であり、残渣を
エックス線回折したところ、アルミニウムやカルシウムと結合していることが判
明した。

・ 灰を硫酸で処理して中和すると、く溶性りん酸が増加したが、それでもな
お溶出されないりん酸が存在した。

・ 植害試験の結果、植害は見られなかった。
・ 肥効試験では、灰はようりんよりも効果が低いものの、りん酸の効果が見
られた。また、灰を硫酸で処理したものは、重焼りんよりも効果は低かった
が、一定の肥効が見られた。

ま と め

37

資料 :  令和6年度国内未利用資源調査成果発表会資料より
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<農業構造の現状>

資料: 農林水産省 食料・農業・農村政策審議会企画部会資料より
39

① 農地面積の動向



資料: 農林水産省 食料・農業・農村政策審議会企画部会資料より

② 農業従事者の動向

40

(万人)



資料: 農林水産省 食料・農業・農村政策審議会企画部会資料より

④ 農業経営体の動向

41



■ 肥料を安く、かつ、安定的に供給するには

1 安価な国内未利用肥料資源の活用
⇒ 家畜ふん尿、下水汚泥、鉱さい、食品廃棄物

2 肥料の国内供給体制の維持
⇒ 自助努力では限界か? 輸出に活路?

3 肥料の生産コストの削減
⇒ いかに安い原料を安定的に調達できるか

4 施肥バランスの改善
⇒ ポイントはりん酸の削減

42



１ 安価な国内未利用資源の活用

出典 : 第 6 回日本ＬＣＡ学会研究発表会講演要旨集（2011 年3月）「二次資源に着目した日本国内の
リンのマテリアルフロー分析」より

P₂O₅換算は、
数字を2.3倍

約２５万トン 約8万トン

約10万トン

・ リンのマテリアルフローをみると、リンは、家畜を経由したものに加え、人間を経由したリン
(下水汚泥)や鉄鋼業から排出されるスラグに多く存在。

・ 下水汚泥やスラグに由来するリンの利活用は重要な課題。

約１６万トン

43

とうもろこし、大豆、
食肉等

りん安等

工業用リン

鉄鉱石

約４５万トン



発生量（万トン）畜 種
２，２００乳用牛
２，３００肉用牛
２，１００豚

８００採卵鶏
５００ブロイラー

７，９００合 計

○ 畜種別の家畜排せつ物発生量

出典︓農林水産省「畜産統計」から推計

一方、肥料法の届出の堆肥
約６００万トン

この差を考慮すると、
ポテンシャルはまだある！

・ 堆肥の主要な原料となる家畜ふん尿については、畜産業が盛んな地域に偏在しており、
広域的な流通が課題となっている。

・ 農林水産省では、ペレット堆肥の技術開発や設備導入に対して支援。

資料︓畜産統計、耕地及び作付面積統計（平成26
年）等に基づき畜産振興課が作成。

注) 畜舎内等での窒素揮散量を考慮した数値である。

〜5kg 窒素/10a
5〜10

10〜15
15〜20
20〜25
25〜

※ 全国平均は、約10kg 窒素/10a

〇家畜ふん尿のポテンシャルと地域的偏在
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(参考)下水道事業における代表的なリン回収の事例

資料:国土交通省下水道企画課作成の資料より 45



■ 肥料の自給率の試算（成分ベース 平成３０年）

成分ベースでは、窒素の国産比
率は６割、りん酸が３割、加里
が１割となっている。

国産比率
①／③ %

輸入量 成分 t
②

国内生産 成分 t
①

供給量 成分 t
③＝①＋②

K2OP2O5NK2OP2O5NK2OP2O5NK2OP2O5N

0 0 64 0 0 148,728 0 0 263,1780 0 411,906 窒素質肥料（注1）

0  67 0 0 21,053 0 0 43,154 0 0 64,206 0 りん酸質肥料
4 0 0 263,296 0 0 11,1520 0 274,448 0 0 加里質肥料

97 94 96 382 916 2,995 17,408 33,996 77,999 18,029 36,199 80,994 有機質肥料（注2）
24 25 16,937 231,858 101,036 5,393 5,393 5,393 22,330 237,251 106,429 複合肥料（注3）

100 100 100 0 0 0 8,399 46,257 35,233 8,399 46,257 35,233 汚泥肥料等

133460280,615 253,827 252,759 42,352 128,800 381,803 323,206383,913634,562合計
（化成肥料を除く）

注１：輸出されている硫酸アンモニア（成分換算で９．３万トン）を含む。

注２：有機質肥料のうち、油かす類については、国内で油かすを生産していることから、国産としてカウント。

注３：化成肥料及び配合肥料の多くは、尿素、りん安、塩化加里等を原料として製造されるため、計算から除外（指定配合肥料も同様）。

注４：肥料の種類毎の成分含有率については、公定規格を参考に推定した。

資料：ポケット肥料要覧等から試算

りん安

塩化加里

尿素硫安

鉱さい又は汚泥由来
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窒素、りん酸、加里の自給率を高めるため、下記の取組が重要

〇 窒素質肥料
・国内の鉄鋼業(副生硫安)、化学産業(回収硫安)の維持
・家畜ふん尿の広域流通
(尿素だけに焦点を当てると、ミスリードとなる。)

〇 りん酸質肥料
・家畜ふん尿の広域流通
・下水汚泥のフル活用
・食品残渣の利用促進

〇 加里質肥料
・バイオマス燃焼灰の利活用

〇 国内資源の活用促進を図るためには

47



製造設備の老朽化は深刻、生産は縮小均衡。
ただし、一部の肥料は生産増加。

（近年の肥料製造の動向）
・アンモニア製造プラントの縮小(肥料用尿素生産の大幅な減少)
・国産りん安からの撤退(リン鉱石の需要減少)
・カプロラクタム(回収硫安)の生産減少
・高炉(副生硫安)の縮小
・過りん酸石灰製造設備の縮小(リン鉱石の需要減少)
・熔りん製造設備の縮小(リン鉱石の需要減少)
・被覆肥料、混合堆肥複合肥料、特殊肥料等入り指定混合肥料の生産拡大
・強味のある肥料の輸出の動き
・・・・・・

⇒ 日本の農業の多様性からすれば、輸入肥料での代替は非現実的。
国内向けの肥料生産は今後も必要。

２ 肥料の国内供給体制の維持
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資料：「工業統計表（平成25年）」など経済産業省調べ
（注）肥料市場規模は、従業者４人以上の事業者に関する製造品出荷額等

※1の２社は平成２７年に統合 現「片倉コープアグリ」
※2の２社及び太陽肥料株式会社は、令和８年４月にイチネンHDグループの

子会社となった。

10%

10%

6%

5%

5%

4%
4%

3%

52%

ジェィカムアグリ

エムシー・ファーティコム

コープケミカル※1

片倉チッカリン※1

セントラル化成

肥料市場規模
約4,000億円
（平成25年）

サンアグロ

朝日アグリア
日東エフシー

※2

※2

〇 肥料の国内市場規模
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片倉コープアグリ

イチネンHDグループ



・ 生産費に占める肥料費は、水稲で１１％、大豆で１０％。
・ 農機具費を除いた物財費（毎年の出費ベース）でみると、肥料費の占める割合は１６〜１８％。

水稲（令和６年度）

大豆（令和６年度）

肥料費は、労働費と農機具費を除いた物財費の１６〜１８％

資料︓農林水産省「農業経営統計調査」

３ 肥料の生産コストの削減

50

■作物の生産に占める肥料費



全体的に資材価格は上昇傾向で推移している中で、肥料は価格変動
が大きく、かつ、肥料の独歩高となっている。

資料:農林水産省「米生産費調査」より

51

■ 肥料費の推移

農業資材の価格動向(2007年を100とした場合)

2025年2024年2023年2022年2021年2020年2019年2018年2010年2009年2008年2007年

145.6141.4 142.2 136.7 125.1 117.2 117.4 115.9 105.2 105.4 107.6 100.0 資材総合

190.3185.4 199.5 177.3 138.8 135.1 134.1 128.8 124.6 139.9 124.2 100.0 無機肥料

資料:農林水産省「農業物価統計」より

2024年2023年2022年2021年2009年2008年2007年コメ生産(10a当たり)

83,079 82,513 79,324 77,954 84,097 85,500 75,183 物財費（種苗費、肥料費、農薬、機械費等）

10,977 12,564 9,810 9,091 10,310 8,738 8,034 肥料費

13.2 15.2 12.4 11.7 12.3 10.2 10.7 物財費に占める比率%

-15.2 18.8 5.7 0.4 16.6 -4.6 2.4 前年比

24,686 15,315 13,844 12,804 14,470 15,146 14,164 (参考)米価 ６０kg当たり



肥料の価値は、成分含有量に大きく左右される中で、加工度が低いため、原料価格
に占めるウエイトが高い。このため、原料をいかに安く調達するかに尽きる。また、無駄な
成分がないかどうか、よく見極める必要がある。

資料:農林水産省「肥料をめぐる情勢」より

■ 肥料の価格を下げるためには?

52



FAOSTATのデータをもとに作成

日本は、伝統的にりん酸と加里の施用量が相対的に多い傾向。
肥料は安い資材ではなくなったので、無駄な施肥を削減することが極めて重要。
→ 土壌分析に基づく適正施肥

４ 施肥バランスの改善
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■ 肥料に関して残されている課題
(当面の課題)
・スマート農業の推進による無駄な施肥の削減
・家畜ふん堆肥の広域流通(ペレット堆肥)
・プラスチックに代わる生分解性被覆資材の開発
・下水汚泥コンポスト（堆肥）の利用促進

(短中期的な課題)
・下水処理施設からのリン回収の低コスト化
・下水汚泥焼却灰のさらなる活用

植物が利用できるりん酸(く溶性りん酸)を増加させる技術

(中長期的な課題)
・製鉄部門（鉄鉱石由来）からのリン回収
・画期的な水素製造法の開発による低コストアンモニア生産
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ご清聴ありがとうございました。
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有機ごみから
日本一いちごを目指すただかね農園

株式会社ＴＡＫＡＮＯ ただかね農園 代表取締役 髙野 宏昭
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本日の発表構成

土壌設計と物質循環モデル

1. 会社概要と方針

2. 秩父地域の課題

3. ワイン堆肥ができるまで

4. 地域循環型サスティナブル農業

5. 地域農業者との連携

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
2 / 20

栽培防除体系と経営イノベーション

6. 土壌情報の把握と減化学防除技術

7. 栽培技術の集大成としての連続受賞実績

8. 農園のユニバーサルデザイン

9. 6次化・異業種との販路多角化

10. 取組を続けるために一番大事なこと

11. 最後に



1. 会社概要と方針︓ただかね農園について

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
3 / 20

経営リソース・データ
•代表者: 髙野 宏昭（たかの ひろあき）

•総耕地面積: 0.8 ha
(うち施設いちご: 0.65 ha)

•法人化: 平成30年設立
持続可能性を柱とする

•所在地︓秩父市下吉田



1. 会社概要と方針︓経営の「3つの方針」

① 人との繋がり

リピート顧客の獲得と地域と
の選ばれる取引関係の構築

② 経営理念

続けなければ意味ない

③ 持続可能な農業

有機資材による土壌物理性
・化学性の自律的改善

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
4 / 20



地域産業から排出される副産物
•醸造産業の拡大に伴う「葡萄搾りかす」の処理負荷

•キノコ栽培後の「廃菌床」や稲作後の「もみがら」の処理負荷

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
5 / 20

2. 秩父地域の課題︓中山間地秩父における「未利用有機資源」への着目



堆肥を基盤とした土壌生態系の活性化
•地域副産物を発酵。毎年10a当たり1t
（本ぽ合計6t）の熟成した堆肥を投入する

•土壌の保肥力、保水性、通気性を高める

•有用微生物相の多様性を高め、土壌環境を最適化

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
6 / 20

3. ワイン堆肥ができるまで



土壌の物理性改善、生物相改善、および化学性向上を両立させる厳選された配合

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
7 / 20

醸造残さ

•葡萄の搾りかす
（兎田ワイナリー）

地域農業の副産物
•水稲もみがら
（排水・通気性の向上）

•キノコ廃菌床

農場の廃棄物

•いちご残さ・ヘタ全量

•飼育動物
（ウサギ・ヤギ）の糞尿

•親株の土

3. ワイン堆肥ができるまで



1. 資材調達
「地域副産物の集約」

2. 堆肥化
「好気発酵制御」

3. 生産
「土壌環境の最適化」

4. 循環
「双方向アウトプット」

葡萄搾りかす、もみがら、廃菌床の回収 土壌構造の団粒化を強力に促進

良食味の実現ワイン醸造原料としての逆供給 株式会社ＴＡＫＡＮＯ
8 / 20

4. 地域循環型サスティナブル農業



単なる廃棄物処理ではない「価値の共創」

搾りかすに含まれる有機酸やアミノ酸が有用微生物群を活性化

この土壌から獲れた「いちご」をワイナリーへ還元し、
高付加価値なフルーツワインへの加工

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
9 / 20

5. 地域農業者との連携 ① 兎田ワイナリーとの取引連携



地域循環を成立させる農家間バーターモデル

複合経営で米ときゅうりを生産する農家から「もみがら」
を調達する代わりに、完熟させた「ワイン堆肥」を提携農
家のきゅうり栽培ほ場へ提供

他品目農家を巻き込んだエコシステムとして稼働している

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
10 / 20

5. 地域農業者との連携 ② もみがら提供農家への堆肥還元



6. 土壌情報の把握と減化学防除技術 ➀ 観光農園内の発生バイオマス
（残さ・ヘタ）を100%回収

消費者が排出した副産物も回収対象へ

いちご狩り時に出る「ヘタ」や、日々の「下葉・芽かき」の残さを全量回収

徹底的な好気発酵により、安全な完熟有機たい肥として循環させる

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
11 / 20



窒素成分過剰の徹底抑止（毎年土壌診断）

•本ぽ実投入化学窒素量︓0kg/10a

•ワイン堆肥と有機質肥料をメインに施肥

•土壌環境を安定させ、
健全な根の吸肥バランスを長期維持

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
12 / 20

6. 土壌情報の把握と減化学防除技術 ② 化学窒素肥料投入量



環境制御 ・ 総合病害虫防除の最適設計

•有機JASに使える農薬の使用

•天敵農薬
カブリダニ類の天敵製剤を導入

•環境モニター
ハウス内温湿度の管理により病害を未然防止

開園（12月）以降は化学農薬の使用ゼロ
株式会社ＴＡＫＡＮＯ

13 / 20

6. 土壌情報の把握と減化学防除技術 ③ 開園期間中の化学農薬不使用



株式会社ＴＡＫＡＮＯ
14 / 20

市場・専門家から認められた技術水準
•株式会社コロンバン主催「お客様が選ぶ︕全国いちご選手権 」
令和８年大会にて優勝、史上初の５連覇を達成

•日本野菜ソムリエ協会主催「全国いちご選手権」
第１回から第４回まで連続受賞

•食べチョク主催のコンテストで金賞、銀賞を受賞

7. 栽培技術の集大成としての連続受賞実績 全国いちご選手権５連覇



土耕栽培のポテンシャルをすべての人へ

土耕の味を車椅子のまま楽しめる独自の「バリ
アフリーベッド（幅広・フラット通路設計）」
をハウス内にレイアウト

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
15 / 20

8. 農園のユニバーサルデザイン ➀土耕ベッドの構造改革



動植物を繋ぐ場内エコロジー

ヤギやウサギとふれあえる別棟
「うさぎの学校」を運営

ここで得られる排泄物は、天然の窒素源・
微生物源として100%回収され、再び土壌
に還元される

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
16 / 20

8. 農園のユニバーサルデザイン ②動物共生と「うさぎの学校」



滞在時間を伸ばし価値を伝える空間デザイン

直売所内には本格的な「囲炉裏（いろり）」、薪ストーブ、
おむつ替え台、キッズスペースを配置

家族3世代が快適に長時間滞在できるクオリティを確保し、
農業と人との関わりを深める場を提供

（薪ストーブでできた草木灰はほ場に入れている）

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
17 / 20

8. 農園のユニバーサルデザイン ③3世代を満足させる空間設計



•地元菓子店や醸造所等とのコラボ
（フルーツワイン、ジェラート、グミ等）

産直にとどまらないサプライチェーン

•都内屈指の有名カフェ・パティスリーに
「あまりん」を安定供給

•規格外品のロス率をゼロに近づけつつ、
加工品を通じた認知獲得に直結

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
18 / 20

9. 6次化・異業種との販路多角化



一番大事なことは経営の安定化

循環型農業をつづけるためには
理想や想いだけでは継続できない

経営を安定化させ事業を継続し続けること

安定化させるにはいかに商品を買っていただけるか

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
19 / 20

10. 取組を続けるために一番大事なこと



「地域未利用資源はゴミではなく、
世界に誇る一級品の農産物を生む、最強の資源である」

循環型農業を志す皆さまへ

これからの農業経営に求められるのは、外部の資材への依存
度を抑え、地域資源をできるだけ土壌インフラに変換し、他
者に真似できない「圧倒的クオリティ」を創出すること。

秩父から日本の農業に新しい循環モデルを提案し続けます。

株式会社ＴＡＫＡＮＯ
20 / 20

11. 最後に



ご清聴ありがとうございました。

株式会社ＴＡＫＡＮＯ ただかね農園 代表取締役 髙野 宏昭


